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１．当四半期決算に関する定性的情報

当社は、第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期累計期間及び前事業

年度末との比較分析は行っておりません。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、緩やかに回復基調を続けているものの、中国の景気減速や国

際情勢不安による世界経済の下振れ等、依然として先行き不透明な状態が続いております。当社グループが属する

情報サービス業界は、「ＩｏＴ」や「ビッグデータ」等のＩＴ技術の活用により設備投資意欲は堅調に推移してお

ります。

このような状況の中、当社グループは、新たな中期経営計画「Innovation Fast 2017」を策定し、継承すべき事

項と変革すべき事項を明確化し、中核ビジネスであるシステム開発の安定拡大、さらには新サービスの創生と伸長

を図り、また、取得した子会社との相乗効果による業容拡大を目指し、Nextステージに向かって成長して参りま

す。

　当第３四半期連結累計期間では、保険及び公営競技等の案件減少による影響はあるものの、銀行向けが好調に推

移し、クレジット向けも順調に回復しました。また、6月から連結の範囲に含めた子会社が寄与したことにより、

売上高は6,622百万円、営業利益は397百万円、経常利益は415百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は285百

万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、4,321百万円となりました。その主な内訳は、現金及び預金656百万

円、受取手形及び売掛金1,926百万円、投資有価証券351百万円であります。

負債につきましては、1,893百万円となりました。その主な内訳は、短期借入金400百万円、買掛金369百万円、

退職給付に係る負債352百万円であります。

純資産につきましては、2,428百万円となりました。その主な内訳は、利益剰余金1,998百万円、資本金459百万

円であります。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、56.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年3月期の業績予想につきましては、平成27年10月16日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

第１四半期連結会計期間より、株式取得により子会社化した株式会社クロスユーアイエスを連結の範囲に含めて

おります。

なお、第１四半期連結会計期間の末日をみなし取得日としているため、第１四半期連結会計期間においては貸借

対照表のみを連結としており、第２四半期連結会計期間より損益計算書を連結しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）

及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」とい

う。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更いたしました。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)及び事業分離等会計基準第57－４項(4)

に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 656,612

受取手形及び売掛金 1,926,247

電子記録債権 10,806

仕掛品 298,979

繰延税金資産 54,896

その他 59,698

貸倒引当金 △1,928

流動資産合計 3,005,312

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 261,384

減価償却累計額 △199,772

建物及び構築物（純額） 61,611

車両運搬具 8,191

減価償却累計額 △6,534

車両運搬具（純額） 1,656

工具、器具及び備品 142,467

減価償却累計額 △70,755

工具、器具及び備品（純額） 71,712

土地 32,998

建設仮勘定 63,990

有形固定資産合計 231,969

無形固定資産

のれん 217,948

ソフトウエア 55,746

その他 15,584

無形固定資産合計 289,278

投資その他の資産

投資有価証券 351,736

敷金及び保証金 278,624

繰延税金資産 77,943

その他 86,600

投資その他の資産合計 794,905

固定資産合計 1,316,153

資産合計 4,321,466
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 369,673

短期借入金 400,000

未払法人税等 20,165

賞与引当金 106,278

資産除去債務 57,624

その他 534,221

流動負債合計 1,487,963

固定負債

退職給付に係る負債 352,789

資産除去債務 28,135

長期未払金 21,000

繰延税金負債 3,123

固定負債合計 405,047

負債合計 1,893,011

純資産の部

株主資本

資本金 459,237

資本剰余金 61,191

利益剰余金 1,998,146

自己株式 △183,563

株主資本合計 2,335,011

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 62,807

退職給付に係る調整累計額 30,635

その他の包括利益累計額合計 93,443

純資産合計 2,428,454

負債純資産合計 4,321,466
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 6,622,194

売上原価 5,224,485

売上総利益 1,397,708

販売費及び一般管理費 999,793

営業利益 397,915

営業外収益

受取利息 103

受取配当金 6,501

保険配当金 5,964

その他 5,482

営業外収益合計 18,051

営業外費用

支払利息 794

支払手数料 124

営業外費用合計 919

経常利益 415,047

特別損失

固定資産除却損 514

特別損失合計 514

税金等調整前四半期純利益 414,532

法人税、住民税及び事業税 113,030

法人税等調整額 15,809

法人税等合計 128,840

四半期純利益 285,692

非支配株主に帰属する四半期純利益 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 285,692
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 285,692

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 10,159

退職給付に係る調整額 1,657

その他の包括利益合計 11,816

四半期包括利益 297,508

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 297,508

非支配株主に係る四半期包括利益 -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．補足情報

当社は、第１四半期累計期間より連結決算に移行しており、前第３四半期連結累計期間の財務諸表がないため、

参考資料として前第３四半期累計期間の損益計算書を掲載しております。

　要約四半期損益計算書

　 （単位：千円）

　前第３四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日）

売上高 5,805,627 －

売上原価 4,775,703 －

売上総利益 1,029,924 －

販売費及び一般管理費 772,048 －

営業利益 257,876 －

営業外収益 22,219 －

営業外費用 729 －

経常利益 279,366 －

税引前四半期純利益 287,408 －

法人税、住民税及び事業税 51,243 －

法人税等調整額 60,492 －

法人税等合計 111,735 －

四半期純利益 175,672 －

　前第３四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日）

売上高 － 6,622,194

売上原価 － 5,224,485

売上総利益 － 1,397,708

販売費及び一般管理費 － 999,793

営業利益 － 397,915

営業外収益 － 18,051

営業外費用 － 919

経常利益 － 415,047

税金等調整前四半期純利益 － 414,532

法人税、住民税及び事業税 － 113,030

法人税等調整額 － 15,809

法人税等合計 － 128,840

四半期純利益 － 285,692

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 － 285,692
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